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資料１

R5/6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6／1月 2月 3月

★（小部会、
児童生徒投票）

小部会

№ 作業項目

1 公募内容等の決定

2 公募/準備

3 公募/実施

4 公募/集計等

5 選考

市
役
所
関
連

6 教育委員会 定例会

7 市議会 定例会

上
記
以
外
の
動
き

8
《以下参考》
校歌・校章部会等の
動き

9 白蘭小改修工事

10 教員作業チーム

校
名
関
連

協
議
会
関
連

事業の進捗状況により、スケジュールに変更可能性有り主に決定する事項：公募範囲、募集方法、募集期間、周知方法、募集内容、選考方法

小部会「検討案」完成 部会「素案」完成 部会素案承認により「成案」

R6.4以降継続

R6.4以降工事開始

校名がその他（校章・校歌・制服等）
のコンセプトに影響を与える

R6.4以降継続協議



【資料２】

本日の会議で決定したいと考えている事項

１． 第 1回校歌・校章等検討部会での協議経過

○ 校名について

「公募対象として白蘭、本室蘭、陣屋、白鳥台は排除せず」、「新たな方法による公募」とし、

「地域限定」とする旨の方向性が示された。

○ 校歌・校章について

・校名に左右される部分があると考えられるため、校名が決定した後、協議する予定。

仮に校名が「白蘭」のまま継続するのであれば、校歌・校章もそのまま使用していくことも

考えられる。また、新たな校名となった場合は、校歌・校章も変更などが考えられる。

・校歌・校章を児童・生徒で考える機会を設けること

→義務教育学校開設後に児童・生徒で考えるというこれまでの方法で良いのではとの方

向性が示された。

２． 第 1 回小部会で決定したい内容（ゴール）

○ 協議内容（校名の公募内容について）

１） 部会における方向性の確認

① 公募の範囲について（地域限定の公募とする）

② 公募対象として白蘭、本室蘭、陣屋、白鳥台を排除しない

２） 応募のあった校名の取扱いについて

（できるだけ条件を付けないが、現在の学校名との重複や、他の地域の地名（絵鞆、常盤 、

高砂、知利別、高平、本輪西、水元など）は、避ける必要があることから、条件の検討）

３） 募集方法、募集期間、周知方法等の決定について

４） ○○義務教育学校、○○学園、○○学校などが考えられるが、公募について、「○○」の

部分のみを公募し、末尾（学園、学校等）については、小部会で決めるか、末尾も公募す

るか、○○と末尾を別々に公募するか等の検討

５） 複数の候補名からの絞り方（児童・生徒の投票タイミング等）

６） 候補案を小部会で１つに絞るか、或いは複数案を部会に提案するかの検討



白鳥台地区義務教育学校 新校名公募について（案）

白鳥台地区での新たな義務教育学校開設にあわせた新校名の選考について、新たに義務教育学校としてス

タートすることを広く地域・市民に知っていただき、親しみをもって新たな学校を創り上げていくために、

公募を実施し、みんなでつくる義務教育学校推進協議会から新校名候補を市教委へ推薦していただく。

＜公募について＞

１）公募方法について

○公募期間

・令和５年９月２１日（木）～１０月２０日（金）

○周知方法

・市のホームページ

・白蘭小学校、本室蘭中学校の学校便り

・関係地域の町会、自治会回覧文書

・報道依頼

○新校名の条件

・白蘭、本室蘭、陣屋、白鳥台を排除しない

・他の地域の地名（絵鞆、常盤 、高砂、知利別、高平、本輪西、水元など）は除く

・現在ある市内小中学校名は除く

・統合により閉校となった学校名は除く（ただし、白蘭、本室蘭、陣屋、白鳥台を排除しない［再掲］）

２）提出方法について

○必要事項

・校名（漢字の場合ふり仮名）

・その由来、意味など

・応募者の氏名・住所・電話番号

○提出方法

・郵送、FAX、ＰＣ応募フォーム（QRコード）、持参

○提出先

・市教育委員会総務課

・白蘭小学校

・本室蘭中学校

３）集計について

○公募締切後、事務局で集計及び全応募作リスト作成

・学校名（漢字の場合ふり仮名）

・校名の由来や意味

資料３-１



ふりがな

ふりがな

氏名

住所

電話番号

※提出の際は、新校名の由来・意味も必ず記入してください。

中学校

・みなと ・星蘭 ・大和 ・成徳

・地球岬 ・翔陽 ・東園 ・御前水

・海陽 ・東明 ・朝陽 ・鶴ヶ崎

・天神 ・桜蘭 ・母恋 ・東

・旭ヶ丘 ・港北 ・中島 ・向陽

・八丁平 ・本室蘭 ・日新 ・蘭東

・蘭北 ・室蘭西 ・常盤 ・港南

・白蘭（※） ・絵鞆 ・北辰

・喜門岱 ・桜が丘

・武揚

・高平

・本輪西

・陣屋（※）

・本室蘭（※）

・白鳥台（※）

・知利別

・高砂

・水元

・大沢

・天沢

※現在市内にある小中学校名、統合により閉校になった小中学校名は使用できません。
※ただし、白蘭、本室蘭、陣屋、白鳥台は使用できます。

(仮)学園

新校名の由来・意味

市内小中学校名一覧
統合により閉校になった
市内小中学校名一覧

小学校 小学校 中学校

白鳥台地区義務教育学校の新校名

新　　校　　名

応　　募　　者

資料3-2
募集様式案

QRコード



＜ 児童生徒の意見を途中に入れた場合＞ケース２：

/委員投票1次選考：３校名
※投票については、出席委員のみでおこなう

（集計）

上位10候補作程度

市教委へ推薦

関係学校児童生徒による投票
/児童生徒投票１校名

選考：上位３候補作

部会へ報告し、最終選考

/委員投票１校名

協議会へ報告

※過半数を得る候補作が

１校選出されるまで繰り返し選考

（集計）過半数を得た候補作

白鳥台地区義務教育学校 校名選考方法（案）

＜ケース１：児童生徒の意見を最後にした場合＞

1次選考：３校名/委員投票
※投票については、出席委員のみでおこなう

（集計）

上位３候補作程度

（集計）過半数を得た候補作

市教委へ推薦

（集計）過半数を得た候補作

資料４

関係学校児童生徒による投票

※過半数を得る候補作が

１校選出されるまで繰り返し選考

部会へ報告

協議会へ報告



＜ケース２：児童生徒の意見を途中に入れた場合＞

1次選考：３校名/委員投票
※投票については、出席委員のみでおこなう

（集計）

上位10候補作程度

市教委へ推薦

関係学校児童生徒による投票
１校名/児童生徒投票
選考：上位３候補作

部会へ報告し、最終選考
１校名/委員投票

協議会へ報告

※過半数を得る候補作が

１校選出されるまで繰り返し選考

（集計）過半数を得た候補作



１　義務教育学校の設置状況　【R5：21市町村：24校】

管内 市町村名 設置年度 施設形態

空知 歌志内市 令和３年度 施設一体型

石狩市 令和２年度 施設一体型

当別町 令和４年度 施設一体型

伊達市 令和元年度 施設一体型

安平町 令和５年度 施設一体型

苫小牧市 令和５年度 施設一体型

令和２年度 施設一体型

令和２年度 施設一体型

函館市 令和３年度 施設一体型

比布町 令和４年度 施設一体型

占冠村 平成29年度 施設一体型

富良野市 令和４年度 施設一体型

斜里町 平成28年度 施設一体型

湧別町 平成30年度 施設一体型

北見市 令和２年度 施設一体型

湧別町 令和５年度 施設一体型

帯広市 令和４年度 施設一体型

新得町 令和４年度 施設一体型

釧路市 令和３年度 施設一体型

平成30年度 施設一体型

令和４年度 施設一体型

令和２年度 施設一体型

令和５年度 施設一体型

中標津町 平成28年度 施設一体型

※　義務教育学校は条例改正を行っている学校についてまとめています。

令和５年度 義務教育学校の設置及び小中一貫型小学校・中学校の導入状況

歌志内市立歌志内学園

学校名

石狩市立厚田学園

当別町立とうべつ学園

伊達市立大滝徳舜瞥学校

安平町立早来学園

苫小牧市立植苗小中学校

七飯町立大沼岳陽学校

帯広市立大空学園義務教育学校

白糠町立白糠学園

根室市立歯舞学園

上川

釧路

七飯町立大沼岳陽学校鈴蘭谷分校

函館市立戸井学園

比布町立比布中央学校

占冠村立トマム学校

富良野市立樹海学校

斜里町立知床ウトロ学校

湧別町立芭露学園

北見市立おんねゆ学園

湧別町立ゆうべつ学園

オホーツク

新得町立富村牛小中学校

釧路市立阿寒湖義務教育学校

白糠町立庶路学園

根室市立海星学校

中標津町立計根別学園

網掛けは新規

令和５年５月現在

石狩

十勝

渡島

胆振

根室

白糠町

根室市

七飯町

　　　　　　　【参考】


